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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で 新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された 終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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R8C ファミリ用リアルタイム OS MR8C/4 

メールボックスの代わりにデータキューを使用する方法 

はじめに 

MR8C/4 は、メモリのフットプリントを小型化することを考慮して、 “メールボックス”機能が含まれていません。 

本書は、“データキュー”を使用して”メールボックス”の機能を実現する手順について、データキューとメールボックスの違いを

比較し、また、実例を挙げて説明することを目的としています。 

 

動作確認デバイス 

適用 MCU： R8C ファミリ 

 

目次 

1. 本書ご使用の手引き .......................................................................................................................... 2 

2. データキューとメールボックスの比較 ............................................................................................. 3 

3. メールボックスからデータキューへの変換...................................................................................... 5 

4. 参考ドキュメント.............................................................................................................................. 8 
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1. 本書ご使用の手引き 
本書では、MR8C/4 にはない“メールボックス”の代替機能を、 “データキュー”で実現する方法について説明することを目的と

しています。 

 

 

表１ 各項目の説明 

項目 目的 前提 

データキューとメールボックスの比較 データキューとメールボックスについて 

比較する。 
MR8C/4 と M3T-MTR30/4 

変換手順 
メールボックスに代わるデータキューの 

実装について、順を追って説明する。 
MR8C/4 

参考ドキュメント 
本表の前提欄に記載された知識が得られ

るドキュメント一覧 
- 
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2. データキューとメールボックスの比較 

データキューとメールボックスは、タスク間のデータ通信を行うための方法で、非常に類似した機能です。 

図 1 に M3T-MR30/4 をベースにしたメールボックスの機能を示します。また、MR8C/4 のデータキューの機能を図 2 に説明し

ます。 

 

2.1 メールボックスの機能説明 
メールボックスは、共有メモリに置かれたメッセージを送受信することによって同期化および通信を行うために使用されるオブ

ジェクトです。メールボックスには、送信されるメッセージを格納するためのメッセージキューと、メッセージ受信用の待ち行列が含

まれます。送信タスクはメッセージを送信し、それを ID 番号で識別されるメッセージキューに入れます。また受信タスクはメール

ボックスからメッセージを受信すると、そのメッセージをメッセージキューから削除します。メールボックスが空の場合、受信タスク

はメールボックスの待ち行列に置かれます。 

 

図 1  M3T-MR30/4 のメールボックスの機能説明 

 

(1) 3 つのメッセージからなる共有メモリが生成されま

す。 

(2) Task1 は、メッセージ 1 の開始アドレス(0x500)を

送ることにより Task2 へメッセージ 1 を送ります。

(3) Task2 は Task1 からメッセージ 1 の開始アドレス

を受け取り、共有メモリからメッセージデータを読

み出します。 
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2.2 データキューの機能説明 
データキューは、１ワードのメッセージを送受信することによって同期化および通信を行うために使用されるオブジェクトです。

データキューには、送信されたメッセージを格納するためのデータキュー領域があります。送信タスクはメッセージを送信し、それ

を指定されたID 番号で識別されるデータキューに入れます。受信タスクはメッセージを受信すると、そのメッセージをデータキュー

から削除します。データキューが一杯の場合、送信タスクは送信待ち（WAITING）行列に置かれます。逆にデータキューにメッセー

ジがない場合、受信タスクは受信待ち（WAITING）行列に置かれます。 

図 2 MR8C/4 のデータキューの機能説明 

 

2.3 メールボックスとデータキューの比較 
下の図 3 で、MR8C/4 のデータキューと MR30/4 のメールボックスの違いを説明します。 

 

 メールボックス データキュー 

特性 

機能 タスク間のデータ通信を行う タスク間のデータ通信を行う 

データの種類 メッセージの先頭アドレス 実際のデータ 

データサイズの上限 
上限なし 容量の上限は 65535 バイト 

データサイズは 16 ビット 

転送順序 FIFO/PRI FIFO 

タスク動作 
タスクが転送待ちになることはない 転送中にデータキューが一杯になると、

タスクは待ち状態に入る 

メッセージの格納アドレスだけが転送さ

れるので、オーバヘッドが少ない 

メッセージのサイズが 2 バイトに制限さ

れる（オーバヘッドが少ない） 

リンクリストを使ってメッセージを管理す

るので、メッセージ量に制限がない 
利点 

大量のメッセージを送信可能 

共有メモリが不要 

欠点 
共有メモリの作成が必要 メッセージのサイズが固定されるため、

大量のメッセージは送信できない 

 

(1) Task1 はデータキューへ Data4 を送ります。 
(2) Task2 はデータキューから Data1 を読み出し 

ます。 
(3) データキューは、Data1 が Task2 で読み出されるこ

とによって、データはデータキューの先頭へスロット
１つ分移動します。 

図 3 メールボックスモジュールとデータキューモジュールの比較 

R8C ファミリデバイスは、チップ内蔵のメモリ容量が比較的小さいため、簡単なアプリケーションの展開に適しています。メール

ボックスは、共有メモリを割り当てる必要があるため、小容量のメモリしか持たない R8C ファミリデバイスへの実装には適していま

せん。MR8C/4 はデータキューがあるので、R8C ファミリデバイスの要件を十二分に満たせます。 
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3. メールボックスからデータキューへの変換 
メールボックスとデータキューの主な相違点は、2 つのタスク間で送受信されるメッセージの内容です。メールボックスは共有メ

モリ内のメッセージの先頭アドレスを送信するのに対し、データキューはメッセージの実際のデータを送信します。ただし、適切に

同期をとるようにすれば、メッセージの先頭アドレスのみを転送することによって、データキューをメールボックスとして機能するよ

うに設定することができます。 

図 4 に、M3T-MR30/4 のメールボックス機能の使用例を示します。データキューを使用してメールボックスと同等の機能を実現

するための 2 つの方法を、図 5 と図 6 に示します。2 つ目の方法は、データキューの制約を解決するための方法です。いずれの

方法も実行可能な解決法ですが、どちらを選択するかはユーザ側の要件に大きく依存します。 

 

図 4 MR30/4 のメールボックスモジュールの使用例 
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図 4 に示すとおり、動作は以下のように記述できます。 

1) タスク 1 により、メッセージ”g_fifousermsg[0]”がメールボックス”ID_Mbx1”に送信された。 

2)メッセージ”g_fifousermsg[0]”の先頭アドレス(0x0780)がメールボックス”ID_Mbx1”に送信されたことを示すパケットを返す。 

3) タスク 3 がメッセージ”g_fifousermsg[0]” の先頭アドレスを受信し、共有メモリ上のアドレスである”0x0780”からデー

タ”0x1234”を取り込む。 

 

3.1 方法 1：共有メモリを使用しないデータキューモジュールの実装 
この方法は、共有メモリを使わずにデータキューを使用して実際のデータをあるタスクから別のタスクに送信する例を示してい

ます。この方法では、容量とデータサイズに関するデータキューの制約を受けます。 

図 5 MR8C/4 での共有メモリを使用しないデータキューの実装 

 

上の図 5 に示すとおり、動作は以下のように記述できます。 

1) タスク 1 により、実際のデータ値(H’1234)が入っているメッセージ”g_DtqSendData”がデータキュー”ID_Dtq1”に送信された。 

2) タスク 2 がメッセージデータ(H’1234)を受信する。 
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3.2 方法 2：共有メモリを使用したデータキューの実装 
この方法は、データキューを使用してメールボックスの動作を模倣しようとする例を示しています。この例では、データを格納す

るために共有メモリを作成します。データキューは、共有メモリ内のデータ位置の先頭アドレスを送信するために使用されていま

す。この方法を使用すると、容量とデータサイズに関する制限を克服できます。 

図 6 MR8C/4 での共有メモリを使用したデータキューモジュールの実装 

 

上の図 6 に示すとおり、動作は以下のように記述できます。 

1) タスク 1 により、データ構造体”g_Data[0]”の先頭アドレスが入っているメッセージ”g_DtqSendData”がデータキュー”ID_Dtq1” 

に送信された。 

2) タスク 2 がメッセージデータ(H’0780)を受信し、先頭アドレス(H’0780)を参照してデータ(H’1234)を取り込む。 
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4. 参考ドキュメント 
ユーザーズマニュアル 

・MR8C/4 V1.00 ユーザーズマニュアル 

（ 新版をルネサス テクノロジホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス テクノロジホームページ 

http://japan.renesas.com/
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry

csc@renesas.com
 
 

改訂記録 

改訂内容 
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